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マクロスケールでのキラル識別(図 1)1 

	 グルコールを構成ユニットに持つシク

ロデキストリン(CD)はグルコースユニッ

トの数によって異なる分子を認識する、分

子認識能を有する。この特徴を利用し、

我々の目で見えるスケールにてキラル認

識を行った。具体的には βCD とキラル化

合物であるトリプトファン(D- or L-Trp)を

それぞれ別のゲルに修飾すると、D-Trpを

修飾したゲルと βCDゲルが選択的に接着することを見出した。 

ポリロタキサンの貫通率の制御(図 2) 

グルコース 6ユニットからなる αCD と

ポリエチレングリコール(PEG)からなる

ポリロタキサン(PRx)は、その合成の簡便

さから最も広く用いられている。PRxの特

徴である環状分子の滑り運動を最大限に

利用するためには線状分子の長さや、PRx

中の環状分子の貫通率の制御が重要であ

るが、これまで系統的にコントロールする

手法は開発されていない。本研究では擬

PRx を形成させた後に線状分子を延長す

る手法を新たに開発した。擬 PRx形成時、

及び延長する PEG の分子量により、貫通

率を制御出来ることを見出した。 

βCD-Adゲルの線形粘弾性解析 

	 βCD-Ad ゲルの線形粘弾性を測定したところ、弾性はからみ合いの寄与が支配的であ

り、包接錯体はセグメントダイナミクスを遅延していることがわかった。βCDのみを含有

するポリマー溶液を調整し粘弾性測定をしたところ、Adと包接していない βCDはロタ

キサン構造を形成していることが示唆された。この特徴的な 2 種類の架橋構造が βCD-

Adゲルの強靭性に寄与していることを見出した。 

参考文献：1. (a) Commun. Chem. 2017, in press. 

 
図 2. PRx の合成スキーム(a)と貫通率制御
のコンセプト(b) 

 

図 1. 自己修復超分子材料 
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8. 第 26回ポリマー材料フォーラム、優秀ポスター賞、荒本 光、2017年 6月 
9. 第 34回シクロデキストリンシンポジウム、優秀講演賞、呑村 優、2017年 8月 
10. IUPAC 17th International Symposium on MacroMolecular Complexes (MMC-17)、

Poster Award、2017年 8月 
11. 第 7回 CSJ化学フェスタ 2017、優秀ポスター賞、呑村 優、2017年 10月 
12. 第 26回ポリマー材料フォーラム、優秀ポスター賞、Garry Sinawang、2017年 11月 

知的財産 

1. 特願 2016-055123：「可逆的な結合を用いた高靭性材料の作成方法」 
2. 特願 2017-039908：「ホスト基含有重合性単量体、高分子材料及びその製造方法、並び

に、包接化合物及びその製造方法」 
3. 特願 2017-095058：「重合用組成物及びその重合体並びに重合体の製造方法」 

 

 

Ⅵ その他研究業績、発表文献 

1. 解説 : 原田明、「高分子認識、物質科学と生命科学との間、要素還元から統合システム
化へ」學士會会報、2016年-III, 84 

2. 講義：小林裕一郎、「世界最先端材料 超分子材料の作製とその機能」、先端科学技術講
義、飾磨工業高等学校（全日制）エネルギー環境工学科、兵庫、2017年 12月 15日 

3. 朝日新聞、「光の刺激で伸び縮み	 ゼリー状材料を開発」、2016年 6月 23日 
4. 日刊工業新聞、「自己修復コーテイング材料開発」、2016年 11月 25日 
5. 読売新聞、「車の傷、数十分で修復」、2016 年 11 月 11 日	

6. マイナビニュース等、「凹み傷も切り傷ももとに戻る自己修復材料」、2016年 11月 11
日 



7. Cell Press, Self-Healing Materials Formed by Cross-Linked Polyrotaxanes with 
Reversible Bonds, Chem, 2016年 11月 10日 

8. NHK、サイエンス ZERO、「自動車までできる すごいぞ！タフポリマー」、2017年
10月 15日 

 


